
 

 

 

物  質  名 2-ブロモプロパン  ＤＢ－44 

別  名 臭化イソプロピル 
イソプロピルブロマイド 

CAS 番号 75-26-3 
PRTR 番号 第 1 種 287 
化審法番号 2-76 

構 造 式 
 

 

分子式 C3H7Br 分子量 122.99 
沸点 59.38℃ 1) 融点 －89.0℃ 3) 
蒸気圧 216.47 mmHg（25℃）2) 換算係数 1 ppm = 5.03 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 2.14 3) 水溶性 3.18 g/L（20℃）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性   発発発がががんんん性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 吸入 LC50 31,171 ppm（160,000 mg/m3）（4h）5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ 雄ラットに 0、1,510、5,030、15,100 mg/m3 を 9 週間（8 時間/日）吸入させた結果、15,100 mg/m3

群では 9～10 日暴露で瀕死状態となったために以後の暴露を中止したが、1,510 mg/m3 以上の

群で体重増加の有意な抑制を認めた。また、1,510 及び 5,030 mg/m3 群で腎臓重量、赤血球数、

血小板数の減少、5,030 mg/m3 群で肝臓重量、ヘマトクリット値、白血球数の減少、5,030 mg/m3

以上の群で骨髄の巨核細胞の減少と脂肪細胞の増加に有意差を認めた 6,7) 。この結果から、

LOAEL は 1,510 mg/m3（暴露状況で補正：500 mg/m3）であった。 
・雄ラットに 0、500、5,030 mg/m3 を 12 週間（8 時間/日）吸入させた結果、5,030 mg/m3 群で体

重増加の抑制、脳、肝臓及び腎臓重量の減少、赤血球数、血小板数及び白血球の減少、運動

神経伝達速度の低下、遠位潜時の遅延に有意差を認め、総腓骨神経では髄鞘の異常がみられ

た 8,9) 。この結果から、NOAEL は 500 mg/m3（暴露状況で補正：170 mg/m3）であった。 
・雌ラットに 0、500、1,510、5,030 mg/m3 を 9 週間（8 時間/日）吸入させた結果、5,030 mg/m3

群で体重増加の抑制、肝臓相対重量の増加、脾臓の絶対重量と胸腺の絶対及び相対重量の減

少、活動及び筋緊張の低下に有意差を認めた 10) 。この結果から、NOAEL は 1,510 mg/m3（暴

露状況で補正：500 mg/m3）であった。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ 雄ラットに 0、1,510、5,030、15,100 mg/m3 を 9 週間（8 時間/日）吸入させた結果、15,100 mg/m3

群では 9～10 日暴露で瀕死状態となったために以後の暴露を中止したが、1,510 mg/m3 以上の

群で用量に依存した睾丸重量、精子数、活動精子率の有意な減少を認め、5,030 mg/m3 以上の

群では活動精子は全くみられず、15,100 mg/m3 群は暴露中止にもかかわらず影響の回復はな

かった 6) 。この結果から、LOAEL は 1,510 mg/m3（暴露状況で補正：500 mg/m3）であった。

・雌ラットに 0、500、1,510、5,030 mg/m3 を 9 週間（8 時間/日）吸入させた結果、1,510 mg/m3

以上の群で発情周期の乱れ、子宮重量の減少、卵巣組織の変化（正常卵胞数の減少等）、5,030 
mg/m3 群で卵巣重量の減少に有意差を認めた f) 。また、卵巣を詳細に検討した結果、500 mg/m3

以上の群で原始卵胞及び発育中の卵胞の有意な減少、1,510 mg/m3 以上の群で胞状濾胞の有意

な減少を認めた 11) 。この結果から、LOAEL は 500 mg/m3（暴露状況で補正：170 mg/m3）で
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あった。 
・妊娠 0 日目のマウスに 0、300、600、900、1,800 mg/kg を腹腔内投与し、妊娠 3 日目に開腹し

て調べた結果、母マウスの体重や胚の変性率に変化はなかったが、900 mg/kg 以上の群の胚で

小核発生頻度の有意な増加を認め、300 mg/kg 以上の群で胚の構成細胞数の減少（発育抑制）

傾向もみられた 12,13) 。また、妊娠 10 日目のマウスに 0、600、1,800、3,600 mg/kg を腹腔内投

与した結果、3,600 mg/kg 群の胎仔で無脳症、口蓋裂、外脳症、眼瞼開存、臍ヘルニア等の奇

形の発生率に有意な増加を認め、眼瞼開存以外のものは奇形の重症度も高かった 14) 。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・1994 年 2 月からフロン代替品として本物質が使用されるようになった韓国の電子部品製造工

場で、翌年 7 月に本物質を取り扱う工程の労働者に月経停止が異常に多いことが分かり、調

査の結果、女性 25 人中 16 人に月経停止、うち 8 人は汎血球症も併発しており、男性 8 人中

2 人は無精子、4 人は精子減少で、うち 1 人は汎血球症も併発していた。自覚症状は女性で頭

痛、眩暈、脱力感などが多く、2 人は打撲で皮下出血しやすく、男性では頭痛や眩暈の訴え

があった。調査時には既に作業中止であったため、模擬作業をして作業所内の本物質濃度を

測定したところ 46～99 mg/m3 で、本物質を入れた浸漬槽フード内の液面上 1m では 20,800 
mg/m3 であったが、局所排気装置の不備や手作業による本物質の供給や混合が行われていた

時期もあったことから、実際の暴露濃度はさらに高かったものと思われた 15,16) 。 
・中国の本物質製造工場の調査（男性 11 人、女性 14 人）では、個人暴露量は 0～81 mg/m3 で

あったが、個人暴露量の比較的多い男女に貧血の傾向がみられ、勤続年数が長いものに月経

異常が目立ったことから、50 mg/m3 前後の低濃度でも長期暴露によって造血、生殖機能に影

響を受ける可能性が示唆された 17,18) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH  －  
 日本産業衛生学会 19) 1 ppm（5.0 mg/m3）  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
 吸入暴露については、ラットの生殖・発生毒性試験から得られた LOAEL 500 mg/m3（各発育

段階の卵胞数の減少）を採用し、暴露状況で補正して 170 mg/m3 とし、さらに LOAEL であるた

めに 10 で除した 17 mg/m3 を暫定無毒性量等に設定する。 
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